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大
田
市
に
本
社
を
お
く

(

株)

大
田
緑
地

(

福
間
厚
社
長)

が
、

三
刀
屋
町
の
明
石
緑
ヶ
丘
公
園
の

隣
接
地
へ
進
出
す
る
こ
と
に
な
り
、

10
月
27
日
、
同
社
と
雲
南
市

(

旧

三
刀
屋
町)

の
間
で
、
奥
出
雲
薔

薇
園
事
業
に
関
す
る
覚
書
の
調
印

を
交
わ
し
ま
し
た
。

同
社
は
造
園
や
苗
木
・
樹
木
の

生
産
販
売
な
ど
を
手
が
け
る
ほ
か
、

バ
ラ
の
研
究
・
開
発
も
展
開
。
日

照
条
件
や
標
高
が
バ
ラ
の
栽
培
に

適
し
て
い
る
点
、
ラ
ン
栽
培
等
の

研
究
開
発
を
行
う

(

財)

三
刀
屋

農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
が
隣

接
し
、
相
乗
効
果
が
得
ら

れ
る
点
な
ど
の
理
由
か
ら
、

雲
南
市
へ
の
進
出
が
決
ま

り
ま
し
た
。

調
印
式
で
は
覚
書
の
調

印
に
続
き
、
福
間
社
長
が

｢
適
地
で
生
産
さ
れ
た
バ

ラ
は
、
芳
香
性
も
高
く
な

り
、
商
品
価
値
も
上
が
り

ま
す
。
地
元
と
の
連
携
を

と
り
な
が
ら
、
夢
の
あ
る

全
国
ブ
ラ
ン
ド
の
生
産
に

挑
戦
し
た
い
。｣

と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

市
と
同
社
が
提
携
し
て
行

う
奥
出
雲
薔
薇
園
事
業
の
計

画
で
は
、
来
年
５
月
に
バ
ラ

園

(
１
ha)

の
開
園
を
予
定

し
て
お
り
、
そ
の
後
、
本
格

オ
ー
プ
ン
に
む
け
、
将
来
は

生
産
規
模
の
拡
大
や
基
盤
整

備
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

バ
ラ
園
で
は
、
地
元
か
ら

の
採
用
も
計
画
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
新
た
な
雇
用
創

出
・
定
住
推
進
に
繋
が
る
と

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
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(

財)

鉄
の
歴
史
村
地
域
振
興

財
団
の
主
催
に
よ
る

｢

第
５
回
鉄

の
歴
史
フ
ォ
ー
ラ
ム｣

が
11
月
６

日
、
吉
田
町
に
あ
る
木
の
国
文
化

館

(

鉄
の
歴
史
村
オ
ー
プ
ン
エ
ア

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
内)

で
開
か
れ
、

多
く
の
歴
史
愛
好
家
や
研
究
者
な

ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は

｢

金
属

文
化
の
花
開
く
地｣

と
い
う
テ
ー

マ
で
行
わ
れ
、
加
茂
岩
倉
遺
跡
か

ら
出
土
し
た
銅
鐸
、
大
田
市
の

石
見
銀
山
、
そ
し
て
た
た
ら
製

鉄
な
ど
、
金
属
文
化
に
つ
い
て
、

そ
の
歴
史
の
比
較
や
関
連
性
な
ど

が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

基
調
講
演
に
続
き
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
広
島
県
比
治
山
大
学

の
島
津
邦
弘
教
授
、
パ
ネ
リ
ス
ト

に
雲
南
市
教
育
委
員
会
の
山
崎
修

さ
ん
、
石
見
銀
山
資
料
館
の
仲
野

義
文
学
芸
員
や
地
域
振
興
財
団
の

為
永
邦
男
監
事
な
ど
４
人
を
迎
え
、

そ
れ
ぞ
れ
の
見
解
に
よ
る
意
見
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
山
崎
さ
ん
は

｢

加

茂
岩
倉
銅
鐸
の
調
査
に
関
わ
っ
た

経
験
は
非
常
に
貴
重
な
経
験
に
な

り
ま
し
た
。
遺
跡
や
文
化
の
保
存

に
は
、
体
験
活
動
な
ど
を
通
じ
た

遺
産
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
が

必
要
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た｣

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
、

た
た
ら
鍛
冶
工
房
で
は
、
砂
鉄
を

原
料
に
�

ケ
ラ(

鋼
の
も
と
に
な
る
塊)

が
精
製
さ
れ
た
ほ
か
、
地
元
の
幸

を
利
用
し
た
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
も
あ

り
ま
し
た
。

覚覚書書のの調調印印のの様様子子
福福間間社社長長とと山山根根昊昊一一郎郎旧旧三三刀刀屋屋町町長長((写写真真左左))

10月21日には地元業者などへの説明会もあ
りました｡

独自開発によるバラ ｢フレグランス・ロゼ｣ は芳香性も高く､ 花弁も
大きい｡ また､ ５月～11月の間で連続して開花が楽しめます｡
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山崎さんの発表のようす｡
�(ケラ)
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